
28() 

皐

界

展

望

一
九
三

0
年
代
中
園
農
村
経
済
研
究
の
一
整
理

亡と
同

法

田

羽
仁
五
郎
氏
が
『
東
洋
に
お
け
る
資
本
主
義
の
形
成
』
を
設
表
さ
れ
て
か
ら

す
で
に
四
十
年
あ
ま
り
が
経
過
し
た
。
氏
が
同
論
文
第
三
節
「
中
圏
一
枇
曾
と
資

本
主
義
列
強
」
の
中
で
定
式
化
さ
れ
た
、
帝
園
主
義
が
ア
ジ
ア
に
お
け
る
奮
い

生
産
様
式
を
維
持
す
る
と
い
う
あ
ま
り
に
も
有
名
な
テ
l
ゼ
は
、
依
然
と
し
て

今
日
に
お
い
て
も
中
園
近
現
代
史
研
究
者
の
歴
史
意
識
を
規
制
し
て
い
る
。
と

く
に
十
年
程
前
か
ら
強
調
さ
れ
て
き
た
人
民
闘
争
史
研
究
は
、
羽
仁
テ
l
ゼ
の

「
東
洋
に
お
け
る
近
代
資
本
主
義
は
、
東
洋
に
お
け
る
近
代
以
前
的
な
る
も

の
、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
を
、
最
後
ま
で
、
解
決
し
得
な
い
」
と
い
う
現
欣
認

識
の
劉
極
に
位
置
す
る
「
資
本
主
義
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
な
が
ら
、
①
資
本
主
義

の
解
決
し
得
な
い
問
題
を
解
決
す
る
も
の
と
し
て
、
成
長
し
て
き
た
」
プ
ロ
レ

②
 

タ
リ
ア
ト
(
と
農
民
〉
の
闘
争
に
歴
史
設
展
の
原
動
力
を
求
め
て
き
た
。

拙
論
は
こ
の
羽
仁
氏
に
代
表
さ
れ
る
ア
ジ
ア
認
識
(
帝
闘
主
義
の
植
民
地
支

配
認
識
)
の
形
成
を
、
一
九
三

0
年
代
の
中
園
と
日
本
に
お
け
る
論
容
の
経
過

を
通
じ
て
再
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
六

0
年
代
の
中
園
近
現
代
史
研
究
の
状
況
を

一
曾
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
は
じ
め
に
、
羽
仁
テ
i
ゼ
は
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
の
形
成
を
主
張
し
な
が
ら
も
、
賓
は
植
民
地
に
お
け
る
資
本
制
生
産

様
式
の
護
展
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。
『
明

治
維
新
史
研
究
』
八
二
|
八
三
頁
の
羽
仁
氏
の
文
章
は
、
現
在
に
お
い
て
も
最

も
水
準
の
高
い
分
析
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
氏
の
言
わ
れ
ん
と
す
る
こ
と

は
三
黙
に
要
約
さ
れ
よ
う
。

-
小
規
模
農
業
、
農
奴
的
生
産
関
係
は
維
持
さ
れ
る
。

奮
来
の
生
産
様
式
は
破
嬢
さ
れ
る
(
農
民
政
奪
は
進
行
す
る
〉
が
、
新

し
き
生
産
様
式
の
後
遺
は
不
可
能
で
あ
る
(
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
へ
の

縛
化
は
不
可
能
で
あ
る
)
。

そ
の
結
果
、
過
剰
人
口
と
貧
困
の
蓄
積
に
劉
臆
し
て
、
官
僚
・
軍
閥
と

高
利
貸
商
人
・
買
緋
資
本
が
毅
還
す
る
。

2 3 一
九
二
七
年
か
ら
一
一
一
七
年
に
か
け
て
の
十
年
間
は
中
園
革
命
の
苦
難
の
時
期

で
あ
っ
た
。
園
民
大
革
命
を
裏
切
り
、
帝
国
主
義
諸
園
と
闘
内
封
建
勢
力
と
に

安
協
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
園
人
民
を
限
り
な
い
悲
惨
な
境
遇
に
陥
れ
な
が

ら
、
圏
内
統
一
を
進
め
る
務
介
石
・
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
路
線
と
、
慶
大

な
中
国
農
村
に
革
命
根
嬢
地
を
建
設
し
、
ソ
ヴ
L

ト
革
命
を
迫
求
す
る
中
国
共

産
黛
・
人
民
大
衆
の
路
線
と
が
激
し
く
封
立
し
合
う
。
そ
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
日

本
帝
国
主
義
の
直
接
的
侵
略
は
、
東
北
地
方
に
健
保
政
植
を
樹
立
し
、
更
に
華

北
へ
と
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
し
ら
ず
、
日
中
全
面
戦
争
の
危
機
は
日
一
日
と
切

迫
化
し
て
い
っ
た
。

こ
の
内
戦
の
十
年
間
は
同
時
に
中
園
枇
曾
の
自
己
認
識
の
過
程
で
も
あ
っ

た
。
一
九
二
七
年
の
革
命
失
敗
の
後
直
ち
に
開
始
さ
れ
た
論
争
は
、
中
国
駐
曾

は
封
建
枇
曾
か
資
本
主
義
枇
曾
か
、
帝
国
主
義
は
中
盟
批
舎
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
輿
え
て
い
る
の
か
を
め
ぐ
っ
て
、
三
一
|
三
三
年
の
中
国
枇
曾
史
論
戦
、

-110ー
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三
四
|
三
五
年
の
中
国
農
村
祉
曾
性
唐
H
Y論
戦
、
つ
い
で
闘
防
経
済
論
字
、

.舞
蔓

を
日
本
に
移
し
て
中
園
統
一
化
論
争
(
一
九
三
七
年
)
へ
と
引
き
繕
が
れ
て
、

一
連
の
論
字
史
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
膨
大
な
論
字
過
程
を
詳
細
に
紹
介
・

@
 

分
析
す
る
準
備
が
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
、
先
の

弱
仁
テ
l
ゼ
に
関
連
す
る
翻
貼
か
ら
、
帝
国
主
義
の
植
民
地
収
奪
が
農
村
に
輿

え
る
影
響
を
、
こ
の
論
戦
に
参
加
し
た
人
々
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
か

に
つ
い
て
若
干
紹
介
し
た
い
。

す
で
に
通
説
化
し
て
い
る
と
お
り
、
論
争
は
二
涯
に
大
別
さ
れ
る
。

一
方
は

封
建
源
(
あ
る
い
は
中
園
農
村
源
〉
と
呼
ば
れ
る
李
立
三
、
王
皐
文
、
藩
東

周
、
劉
夢
雲
、
銭
俊
瑞
、
辞
暮
橋
、
余
森
等
の
人
々
で
あ
り
、
帝
国
主
義
は
封

建
勢
力
と
結
合
し
て
中
国
人
民
を
枚
奪
し
遅
れ
た
・諸
関
係
を
維
持
す
る
か
ら
、

中
園
は
牢
植
民
地
・
牢
封
建
枇
舎
に
拍
開
化
し
た
、
そ
れ
ゆ
え
革
命
の
敵
は
帝
圏

主
義
と
封
建
勢
力
で
あ
り
、

革
命
の
性
格
は
反
帝
反
封
建
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主

主
義
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
他
方
は
資
本
源
ハ
あ
る
い
は
中
園
経

済
滋
)
と
線
稽
さ
れ
る
陳
濁
秀
、
任
曙
、
巌
鍾
峯
、
孫
停
章
、
劉
鏡
園
、
王
亜

南
、
王
宜
昌
、
王
統
鈴
、
張
志
澄
の
人
々
で
あ
る
。
帝
国
主
義
は
自
給
自
足
的

封
建
枇
曾
を
世
界
市
場
に
組
み
込
み
、
封
建
支
配
の
基
礎
を
解
鐙
し
中
園
の
資

本
主
義
へ
の
進
化
を
促
進
し
、
中
園
枇
曾
は
す
で
に
資
本
主
義
社
曾
へ
穂
化
し

て
い
る
。
だ
か
ら
革
命
の
性
格
は
反
資
本
主
義
的
性
質
の
も
の
だ
と
、
彼
等
は

考
え
た
。一
附
振
の
主
張
の
根
本
的
な
相
違
鮎
は
、
帝
国
主
義
の
植
民
地
支
配
の

ー矛
盾
を
ど
こ
に
み
る
か
で
あ
り
、
や
や
百
六僅
化
す
れ
ば
次
の
二
黙
に
集
約
さ
れ

よ
う
。
第
一
貼
は
、
帝
闘
主
義
の
植
民
地
支
配
が
中
園
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
援
展

を
抑
止
す
る
と
み
る
の
か
(
封
建
波
)
、
促
進
す
る
と
み
る
の
か
(
資
本
源
)

で
あ
る
。
第

一
次
大
戦
期
以
後
急
速
に
褒
展
し
た
民
族
資
本
主
義
を
如
何
に
評

債
す
る
か
、
と
く
に
中
園
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
一
面
的
に
買
務
的
植
民
地
的
ブ

ル
ジ
Z

ア
ジ
l
で
反
革
命
的

・
反
動
的
な
革
命
の
打
倒
針
象
と
み
る
の
か
ハ
資

本
源
〉
、
そ
れ
と
も
彼
等
は
帝
国
主
義
に
依
存
し
つ
つ
似
列
立
す
る
こ
面
性
を
持

つ
と
み
る
の
か
(
封
建
源
)
、
こ
れ
が
そ
の
第
二
黙
で
あ
る
。
以
上
の
二
貼
に

留
意
し
な
が
ら
、
農
村
経
済
の
餐
化
の
面
か
ら
再
び
爾
波
の
主
張
を
要
約
し
た

資
本
源
の
主
張
は
枇
曾
史
論
戦
で
は
巌
盤
峯
、
任
曙
爾
氏
に
、
農
村
枇
曾
性
質

論
戦
で
は
王
宣
昌
氏
に
代
表
さ
れ
よ
う
。
自
給
自
足
的
農
村
経
済
が
世
界
資
本

主
義
の
た
め
の
原
料
生
産
・
商
品
購
買
市
場
化
さ
れ
、
商
品
経
済
化
が
進
ん
で

農
民
の
市
場
依
存
が
強
ま
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
資
本
主
義
の
支
配
を
受
け
る
よ

@
 

う
に
な
る
こ
と
、
そ
れ
自
慢
が
す
で
に
農
業
の
資
本
主
義
化
で
あ
る
〈
任
曙
)
。

更
に
そ
の
過
程
で
農
民
が
破
産
し
農
業
生
産
が
衰
退
す
る
こ
と
は
、
土
地
所
有
ー

に
依
存
す
る
封
建
地
主
の
搾
取
の
足
場
を
喪
失
さ
せ
る
。
と
同
時
に
、
帝
国
主

義
の
農
民
枚
奪
の
仲
介
者
H
H
a
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
引
の
地
主
化
が
進
行
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
農
村
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
す
る
(
般
震
峯
)
。

こ
の
爾
氏
の
流
通
主
義
的

な
地
主
H
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
論
は
、
封
建
娠
が
交
換
過
程
の
資
本
支
配
と
生
産
過

@
 

程
の
牢
封
建
的
地
主
支
配
と
の
匿
分
を
明
ら
か
に
し
た
た
め
、
破
産
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。
王
宜
昌
氏
は
か
わ
っ
て
農
民
層
の
プ
ル
ジ
ョ
ワ
的
分
解
||

生
産
過
程
に
も
資
本
の
支
配
が
貫
徹
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

「帝
国
主
義
は

中
園
農
村
に
お
け
る
小
生
産
者
を
分
解
せ
し
め
中
園
資
本
主
義
の
褒
展
を
刺
激

@
 

す
る
も
の
で
あ
」
り
、
「
幾
多
の
小
農
が
資
本
主
義
の
設
展
の
過
程
に
お
い
て

波
落
し
、
-
農
村
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ィ
及
び
農
業
を
管
ま
ず
し
て
土
崎
を
貸
出

す
新
式
地
主
と
農
業
資
本
家
と
し
て
の
新
式
地
主
が
生
れ
つ
L
あ
る
」
。
か
く

し
て
、
帝
国
主
義
の
農
民
収
奪
の
作
用
如
何
は
、
農
民
層
分
解
を
促
進
し
て
小

農
民
を
消
滅
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
小
農
民
を
維
持
し
だ
分
解
を
阻
止
す
る
の

か
と
い
う
問
題
に
飼
着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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封
建
汲
の
主
張
の
到
達
貼
は
祉
曾
史
論
戦
で
は
亦
如
氏
の
「
支
那
経
済
問

題
L

、
枇
曾
性
質
論
戟
で
は
醇
暮
橋
氏
の
『
中
国
農
村
経
済
常
識
』
に
集
約
さ
れ

て
い
る
。
亦
如
氏
は
小
生
産
の
維
持
が
封
建
制
存
績
の
基
礎
で
あ
る
と
し
て
、

小
生
産
者
農
民
(
佃
農
)
と
地
主
と
の
小
作
関
係
の
封
建
的
性
質
を
、
種
々
の

地
代
付
加
物
と
苛
掲
雑
税
、
地
代
不
例
い
に
と
も
な
う
地
主
自
身
の
制
裁
機
関

の
存
在
、
之
く
に
、
全
一
州
徐
労
働
を
奪
い
つ
く
し
必
要
労
働
部
分
に
く
い
こ
む

高
率
地
代
に
求
め
て
い
る
。
同
じ
封
建
娠
の
余
森
氏
は
王
室
昌
氏
を
批
剣
し

て
、
農
民
層
分
解
は
典
型
的
に
は
進
行
せ
ず
、
農
民
は
農
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
雨
極
に
分
解
す
る
の
析
は
な
く
、
中
十
一
封
建
的
地
主

と
半
封
建
的
零
細
小
作
農
と
が
形
成
さ
れ
る
と
説
く
。
務
暮
橋
氏
は
更
に
分
析

を
進
め
る
。
一
方
で
は
封
建
的
土
地
所
有
の
墜
力
|
1
高
率
地
代
の
誘
因
が
地

主
・
富
山
肢
の
幾
業
投
資
を
妨
げ
、
他
方
で
は
植
民
地
市
場
の
歴
力
が
農
産
物
償

格
を
引
き
下
げ
農
民
の
蓄
積
を
困
難
に
す
る
た
め
、
資
本
制
的
農
業
経
営
は
設

展
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
め
に
半
植
民
地
学
封
建
枇
曾
で
は
農
民
層
分
解
は

お
し
と
ど
め
ら
れ
る
ρ

地
主
・
富
農
の
も
と
に
集
中
さ
れ
た
土
地
は
、
資
本
制

大
経
営
の
未
設
展
の
た
め
に
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
に
鞠
化
で
き
な
い
由
民
落
農

民
に
再
び
貸
付
け
ら
れ
る
。
牢
封
建
的
小
生
産
が
維
持
さ
れ
る
。
か
く
し
て
中

園
農
村
の
階
級
劉
立
は
二
重
の
様
相
を
示
す
。
部
分
的
に
は
富
農
と
農
業
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ト
の
樹
立
が
存
在
す
る
け
れ
ど
も
、
学
封
建
的
地
代
徴
収
地
主
と
牢

封
建
的
飢
餓
小
作
農
と
の
封
立
が
主
要
な
階
級
制
到
立
と
な
る
の
で
あ
旬
。
帝
園

主
義
の
農
民
生
等
は
こ
の
飢
餓
小
作
農
を
、
生
活
困
酬
を
テ
コ
と
し
て
窮
迫
版

費
者
に
純
化
し
、
「
貧
農
の
商
品
生
産
」
を
生
み
出
す
。
こ
の
貧
農
の
分
散
し

た
微
量
の
農
業
生
産
物
を
、
輸
出
市
場
・
圏
内
大
消
費
市
場
に
集
め
る
た
め
の

流
通
過
程
に
、
地
主
・
商
人
・
高
利
貸
が
入
り
込
み
、
更
に
そ
の
後
に
彼
等
に

資
金
を
供
給
す
ベ
く
、
外
国
銀
行
を
頂
鮎
と
す
る
銀
行
・
銭
荘
等
の
金
融
機
関

が
つ
づ
く
。

以
上
の
蒔
暮
橋
氏
の
見
解
は
、
一
九
三

0
年
代
に
お
け
る
農
村
経
済
の
全
面
'

的
崩
媛
過
程
の
中
で
は
資
本
主
義
的
援
展
の
可
能
性
は
存
在
し
な
い
と
し
て
、

@
 

「
労
働
者
の
農
村
改
造
と
地
主
・
資
本
家
の
農
村
復
興
運
動
」
と
い
う
相
手
う

二
つ
の
路
線
の
う
ち
後
者
を
反
動
的
封
建
的
買
緋
的
な
も
の
と
の
み
み
る
現
欣

認
識
を
基
礎
と
し
て
い
る
貼
で
、
す
で
に
祉
曾
史
論
戦
を
紹
介
さ
れ
た
矢
津
氏

が
、
そ
の
論
容
の
本
質
を
農
民
(
ソ
ヴ
ェ
ト
)
運
動
の
擁
護
か
否
か
に
求
め
ら

れ
た
と
同
様
向
、
ひ
き
つ
づ
く
農
村
枇
曾
性
質
論
戦
に
お
い
て
も
そ
の
主
要
な

モ
チ
ー
フ
が
ソ
ヴ
ェ
ト
革
命
路
線
の
擁
護
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
意

味
に
お
い
て
、
醇
氏
に
代
表
さ
れ
る
牢
植
民
地
牢
封
建
枇
曾
説
は
ソ
グ
ェ
ト
革

命
期
の
農
村
分
析
と
規
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
の
封
建
涯
の
平
十
植
民
地
学
封
建
祉
曾
」
設
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
一

九
四
九
年
の
中
園
革
命
の
勝
利
と
い
う
事
費
に
よ
っ
て
透
明
さ
れ
た
の
だ
と
通

説
的
に
理
解
す
る
の
は
、
や
や
早
計
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
国
革
命
は
抗
日
戦

字
の
段
階
に
進
む
。
日
本
帝
闘
主
義
の
直
接
的
侵
略
は
中
圏
内
外
の
階
級
配
置

に
大
き
な
獲
化
を
奥
え
る
。
ソ
ヴ
ェ
ト
期
の
反
蒋
抗
日
路
線
は
連
帯
耐
抗
日
|
|

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
結
成
へ
と
縛
換
し
た
。
首
府
政
構
下
の
中
園
統
一
化
、
農

村
復
興
運
動
は
、
そ
の
貿
緋
性
・
封
建
性
・
反
動
性
の
一
方
的
強
調
に
よ
っ
て

は
正
し
く
許
債
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
資
本
渡
が
正
し
か
っ
た

わ
け
で
は
決
し
て
な
い
け
れ
ど
も
封
建
源
の
主
張
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
も

明
ら
か
と
な
っ
た
。
封
建
源
の
指
導
者
の
一
人
銭
俊
瑞
氏
は
園
防
経
済
の
物
質

的
篠
件
を
解
明
す
る
た
め
に
、
従
来
の
研
究
方
法
|
|
半
封
建
的
所
有
関
係
が

生
産
力
の
設
展
を
抑
止
し
て
い
る
側
面
の
一
方
的
強
調

1
ー
を
自
己
批
剣
し
、

生
産
力
と
生
産
関
係
の
正
し
い
統
一
的
理
解
を
提
唱
し
わ
。

論
容
の
主
舞
壷
は
戦
火
の
中
園
か
ら
日
本
に
移
っ
た
。
中
国
統
一
化
論
争
と
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よ
ば
れ
る
新
し
い
論
争
の
口
火
を
切
っ
た
の
は
矢
内
原
忠
雄
氏
で
あ
っ
た
。
氏

は
、
南
京
政
府
が
封
建
軍
閥
と
買
緋
と
に
依
壊
す
る
が
故
に
中
園
統
一
の
主
題

た
り
え
な
い
と
す
る
封
建
滋
の
見
解
が
、
賓
は
蒋
政
権
を
劉
外
交
渉
の
相
手
と

せ
ず
(
叉
そ
の
抗
日
を
英
米
へ
の
従
属
か
ら
の
み
生
ま
れ
る
と
し
て
て
客
観
，

的
に
は
英
米
帝
国
主
義
の
中
関
分
割
(
蒋
政
権
の
中
国
統
一
)
に
封
抗
す
る
日

本
帝
国
主
義
の
分
割
と
い
う
現
状
認
識
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
帝
園
主

義
の
直
接
的
侵
略
を
合
理
化
す
る
役
割
を
果
す
こ
と
|
|
ま
さ
に
こ
の
鮎
に
お

い
て
右
翼
の
中
間
認
識
と
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
旬
。
こ
の
批
剣

の
上
に
た
っ
て
、
矢
内
原
氏
は
蒋
政
槽
の
も
と
で
の
資
本
主
義
化
が
中
闘
の
近

代
的
統
一
の
唯
一
の
方
向
で
あ
り
、
叉
そ
れ
が
同
時
に
半
植
民
地
か
ら
の
濁
立

を
も
た
ら
す
と
主
張
し
た
。
農
村
経
済
に
つ
い
て
は
特
に
分
析
さ
れ
て
い
る
わ

，
 

け
訴
は
な
い
が
、
一
般
的
に
「
封
建
的
な
る
地
主
豪
紳
的
富
は
資
本
家
的
富
と

特
化
」
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
氏
は
宇
植
民
地
中
国
に
お
け
る

自
立
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
鍋
設
展
を
無
篠
件
に
肯
定
し
、
か
つ
資
本
振
と
異
な
り

そ
の
貿
緋
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蒋
政
纏
が
中
園
の
統
一
政
府
で
あ

る
こ
と
を
根
嬢
づ
け
た
の
で
あ
る
。

矢
内
原
氏
の
所
読
を
激
し
く
批
判
し
た
大
上
末
康
氏
の
論
擦
は
ま
さ
に
封
建

@

。

波
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
氏
は
中
園
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
毅
展
を
否
定
し
、

園
民
黛
の
統
一
化
政
策
を
も
っ
ぱ
ら
牢
封
建
宇
植
民
地
枇
曾
の
矛
盾
の
激
化
の

結
果
(
経
済
崩
壊
と
英
米
帝
国
主
義
へ
の
従
属
の
深
化
を
背
景
と
す
る
反
動
的

封
建
再
編
)
と
の
み
位
置
づ
け
、
封
建
振
の
主
張
を
よ
り
鋭
く
く
り
返
し
た
。

し
か
し
こ
れ
は
封
建
狼
の
弱
鮎
|
|
生
産
関
係
の
径
楢
の
固
定
化
ー
ー
を
一
一
暦

績
大
し
事
態
を
箪
純
化
・
一
面
化
す
る
誤
り
を
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
寅

は
戦
後
日
本
の
牢
植
民
地
牢
封
建
枇
曾
説
は
少
数
の
人
々
を
除
い
て
、
中
園
封

建
源
よ
り
も
こ
の
大
上
氏
の
所
設
に
よ
り
類
似
し
て
い
る
。
そ
れ
は
さ
て
お

き
、
氏
は
農
村
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
農
民
層
分
解
の
進
行
を
ー否
定
し
、
醇

暮
橋
氏
甜
一
す
が
部
分
的
に
は
認
め
て
い
た
小
農
の
分
解
に
よ
る
富
農
と
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ト
の
形
成
を
不
可
能
な
も
の
と
み
な
し
、
帝
一
個
主
義
、
が
超
過
利
潤
搾
取
の

た
め
に
直
接
に
小
農
業
を
維
持
す
る
と
主
張
さ
れ
る
。

こ
の
封
建
波
の
危
機
を
救
い
研
究
を
新
し
い
段
階
(
抗
日
戦
争
の
段
階
)
に

高
め
た
の
が
、
尾
崎
秀
賞
、
中
西
功
、
尾
崎
庄
太
郎
氏
遣
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

@
 

は
中
西
功
氏
の
「
二
つ
の
道
」
論
を
紹
介
し
た
い
。

宇
植
民
地
宇
封
建
枇
曾
の
基
礎
的
諸
規
定
の
み
を
み
て
、
資
本
主
義
の
毅
展

を
副
次
的
な
も
の
と
し
て
分
析
の
論
理
構
成
か
ら
排
除
し
て
し
ま
う
封
建
源
の

見
解
と
異
な
り
、
学
植
民
地
中
十
封
建
祉
曾
ハ
帝
国
主
義
の
植
民
地
支
配
が
封
建

制
を
維
持
し
利
用
す
る
)
と
い
う
基
礎
的
諸
規
定
と
、
そ
の
必
然
的
な
矛
盾
と

し
て
成
長
す
る
中
国
資
本
主
義
(
新
規
定
)
と
の
相
互
関
係
を
統
一
的
に
と
ら

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
園
革
命
が
反
帝
反
封
建
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
的

性
格
の
も
の
で
あ
り
、
中
園
資
本
主
義
が
客
観
的
進
歩
的
役
割
を
持
つ
も
の
で

あ
る
こ
と
(
即
ち
中
園
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
進
歩
的
役
割
)
が
明
ら
か
に
な

る
。
そ
し
て
中
闘
資
本
主
義
が
「
大
別
し
て
二
つ
の
階
級
に
封
立
し
て
ゐ
る
こ

@
 

と
は
、
こ
の
獲
革
の
道
に
二
つ
の
臭
っ
た
道
を
持
つ
可
能
性
を
も
」
た
し
め
る

の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
道
の
封
立
H
H
階
級
闘
字
は
民
族
闘
争
に
従
属
す
る
こ

と
な
く
、
抗
日
民
族
統
一
戦
線
内
部
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
容
い
と
し
て
民
族
闘
争

の
中
に
貫
徹
す
石
。
こ
の
二
つ
の
道
の
立
場
は
嘗
然
農
業
に
お
け
る
こ
つ
の
道

の
存
在
を
主
張
す
る
。
「
農
業
政
策
に
於
い
て
も
、
現
貨
の
支
那
で
は
賓
際
に

二
つ
の
勢
立
が
あ
る
。
一
つ
は
一
方
伐
列
園
の
資
本
と
妥
協
し
た
り
叉
は
離
れ

た
り
動
揺
し
つ
L
、
現
在
の
地
主
・
富
農
の
利
盆
に
於
い
て
何
ん
と
か
し
て
こ

の
土
地
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
方
向
が
あ
り
、
他
は
一
般
農
民
(
中
農
・

貧
農
〉
の
利
盆
に
於
い
て
土
地
問
題
を
解
決
せ
ん
と
す
る
方
向
が
あ
る
。
前
者
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は
大
健
闘
民
黛
に
よ
っ
て
採
ら
れ
て
ゐ
る
道
で
あ
る
が
べ
:
:
:
質
際
に
は
こ
れ

は
地
方
財
政
の
整
理
、
『
二
五
』
減
租
、
協
同
組
合
等
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
」
こ

の
よ
う
に
し
て
、
中
西
氏
は
国
民
黛
の
農
業
政
策
の
中
に
も
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
の
ニ
菌
性
(
客
観
的
進
歩
的
役
割
と
搾
取
階
級
と
し
て
の
本
性
で
あ
る
反

人
民
性
〉
が
貫
ぬ
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
三
十
年
代
の
農
村
復
興
運
動
が

抗
日
戦
争
の
物
質
的
基
礎
に
柏
崎
化
で
き
る
篠
件
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

我
々
は
以
上
の
一
連
の
論
争
史
の
概
観
に
よ
っ
て
一
一
一
十
年
代
の
農
村
研
究
に

は
、
通
常
言
わ
れ
る
よ
う
な
資
本
振
と
封
建
振
の
封
主
だ
け
で
は
な
く
、
植
民

地
脱
化
論
(
矢
内
原
氏
〉
、
「
二
つ
の
道
L

論
(
中
西
氏
等
〉
も
含
む
四
傾
向

が
存
在
し
相
互
に
批
判
し
合
っ
て
い
た
こ
と
が
分
っ
た
。
又
中
園
革
命
の
新
段

階
は
こ
れ
ら
諸
傾
向
の
中
か
ら
「
二
つ
の
道
」
論
こ
そ
が
現
質
的
な
正
し
い
認

識
で
あ
る
こ
と
を
詮
明
し
た
こ
と
が
分
っ
た
。
我
々
は
戦
前
の
諮
研
究
の
到
達

鮎
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
、
羽
仁
テ
l
ゼ
(
封
建
波
〉
の
段

階
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
戦
後
の
と
く
に
六
十
年
代
以
降
の
研
究
史
を
総
括

し
得
る
地
卒
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

我
々
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
中
関
と
日
本
に
お
け
る
農
村
研
究
の
到
達
貼
を

込
り
か
え
っ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
般
に
清
算
的
に
否
定
さ
れ
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
く
、
意
外
に
高
度
な
研
究
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
で
は
戦

後
と
く
に
六
十
年
代
以
降
の
諸
研
究
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
繕
承
・
設
展
さ
せ

て
き
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

六
十
年
代
初
頭
、
中
園
農
村
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
諮
閥
係
の
後
遺
を
指

摘
し
た
研
究
者
に
、
矢
津
康
踊
氏
と
河
地
重
蔵
氏
の
二
人
が
い
る
。
先
に
濁
自

な
研
究
領
域
を
開
拓
さ
れ
た
河
地
氏
の
所
識
を
検
討
し
た
い
。
氏
の
研
究
は
一

九
六
三
・
四
年
に
護
表
さ
れ
た
農
業
生
産
力
構
造
・
農
民
屠
分
解
を
針
象
と
す

@
 

る
二
論
文
と
、
六
七
・
八
年
の
措
置
中
闘
の
得
統
的
な
農
村
の
枇
古
田
経
済
的
構
造

@
 

の
解
明
を
意
闘
し
た
二
論
文
と
の
こ
つ
の
段
階
に
直
分
さ
れ
よ
う
。
六
一
ニ
・
四

年
の
第
一
段
階
で
は
地
主
的
土
地
所
有
の
非
封
建
的
性
質
が
主
張
さ
れ
る
。
氏

は
二
つ
の
地
主
制
形
成
の
途
を
提
出
す
る
。
一
つ
は
「
富
農
的
分
解
、
そ
う
し

て
富
農
屠
の
な
か
か
ら
:
:
:
地
主
制
を
生
み
出
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
地
主
制

e
 

の
形
成
」
の
途
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
第
一
の
途
を
の
み
こ
ん
で
し
ま
う
よ
う

な
「
商
業
・
高
利
貸
的
大
地
主
制
」
(
「
不
在
大
地
主
制
」
)
形
成
の
途
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
地
主
制
は
奮
中
国
農
業
の
生
産
力
構
造
の
特
質
に
規
定
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
「
富
農
経
晶
画
は
、
家
族
労
作
的
経
営
を
主
と
し
、
:
:
:
そ
の
生
産
力

の
固
有
の
構
造
と
低
い
水
準
に
お
い
て
、
家
族
努
作
的
小
農
経
営
と
質
的
な
差

@
 

異
を
も
た
な
い
」
が
故
に
、
富
農
の
手
に
集
積
さ
れ
た
土
地
は
再
び
貸
付
け
ら

れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
地
主
制
は
封
建
的
性
格
を
持
た
な

魚
、ぃ

。
し
か
し
「
政
治
的
・
経
済
的
健
制
と
の
結
合
開
係
」
か
ら
い
え
ば
「
雨
者

は
と
も
に
前
近
代
的
性
格
を
刻
印
さ
れ
」
て
い
る
。
か
く
し
て
こ
の
「
前
近
代

的
」
地
主
制
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
分
解
が
突
き
笛
た
る
農
業
生
産
刀
構
造
を
パ
ネ

と
し
て
一
九
三

0
年
代
を
と
び
出
し
、
宋
代
以
降
の
「
農
村
経
済
僅
制
」
の
中

に
入
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
一
段
階
に
お
け
る
地
主
制
に
関
す
る
河

地
氏
の
考
察
が
半
植
民
地
と
い
う
篠
件
を
鎗
象
し
た
上
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

@
 

に
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
帝
国
主
義
に
よ
る
農
民
収
奪
の
捨
象
は
氏

の
農
業
生
産
力
構
造
の
研
究
ハ
そ
れ
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
る
が
)
に
お
い

て
も
、
そ
れ
を
生
雄
閥
係
の
分
析
を
含
ま
な
い
一
般
的
な
過
剰
人
口
座
力
問
題

に
媛
小
化
せ
し
め
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

河
地
氏
の
研
究
の
第
二
段
階
で
は
、
「
外
在
的
篠
件
」
は
「
近
代
化
セ
ク
タ

ー
」
と
し
て
し
か
る
べ
き
位
置
を
輿
え
ら
れ
、
一
方
「
前
近
代
的
地
主
制
」
は
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可
農
村
経
済
鰻
鉱
」
に
成
長
す
る
。
「
近
代
化
セ
ク
タ
ー
」
、

と
は
「
外
園
資
本

主
義
の
直
接
的
な
侵
だ
と
支
配
の
確
立
」
し
た
「
沿
海
、
沼
河
の
開
港
都
恥
」

で
あ
る
。
「
農
村
経
済
優
制
」
と
は
「
商
業
町
(
銀
〉
あ
る
い
は
豚
城
を
中
心

と
し
、
周
遊
の
い
く
つ
か
の
村
を
含
む
小
地
方
市
場
闘
」
を
原
基
的
な
車
位
と

す
る
。
こ
の
「
小
地
方
市
場
閤
」
の
支
配
者
は
地
主
・
商
人
・
高
利
貸
を
一
身

に
粂
ね
そ
な
え
る
郷
紳
で
あ
る
。
彼
は
「
貨
殖
資
本
」
の
人
格
的
搭
い
手
と
し

て
市
場
圏
H
農
村
経
済
纏
制
を
前
近
代
的
に
支
配
し
て
い
る
。
帝
闘
主
義
の
中

国
農
村
支
配
は
「
近
代
化
セ
ク
タ
ー
」
と
「
農
村
経
済
鐙
制
」
と
の
相
互
関
係

と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
近
代
化
セ
ク
タ
ー
」
は
大
海
の
よ
う
な
農

村
に
う
か
ぶ
小
島
に
す
ぎ
ず
、
「
農
村
経
済
僅
制
」
は
支
配
と
影
響
を
間
接
的

な
形
に
止
め
そ
の
基
本
的
態
援
を
維
持
し
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
河
地
氏
の
研
究
を
戟
前
の
論
争
史
の
磁
貼
か
ら
み
る
と
き
、
そ
こ
に

幾
多
の
基
本
的
認
識
の
後
退
を
感
ぜ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

T

直
接
的
生
産
過
程
か

ら
遊
離
し
た
貨
幣
(
貨
殖
資
本

)
H銀
が
何
ら
の
階
級
関
係
も
代
表
し
得
な
い

の
は
嘗
然
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
流
通
主
義
的
観
黙
は
資
本
援
で
も
早
期
の
人

々
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
外
闘
資
本
主
義
に
射
す
る
中
園
農
民
の
抵
抗
の

源
泉
を
「
侍
統
的
農
村
経
済
値
制
の
経
済
的
進
化
」
す
な
わ
ち
そ
の
前
近
代
的

支
配
者
H
郷
紳
の
「
経
済
力
の
強
伽
」
に
も
と
め
よ
う
と
す
る
の
は
、
結
局
、

封
建
勢
力
に
二
面
性
を
求
め
る
λ
宇
植
民
地
牢
封
建
祉
曾
の
矛
盾
を
帝
闘
主
義

と
郷
紳
の
封
立
と
考
え
る
以
見
解
に
錫
着
す
る
。
こ
れ
は
勿
論
、
資
本
源
・
封

建
源
以
前
の
立
場
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
三
十
年
代
の
農
村
が
直
接
研
究
針
象
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
牢
植
民
地
牟
封
建
佐
倉
読
に
大
き
な
影
響
を
奥
え
て
い
る
狭
間
直
樹
・

小
林
一
美
雨
氏
の
見
解
に
若
干
言
及
L
て
お
き
た
い
。
戦
前
の
研
究
を
概
観
し

た
我
々
の
観
鮎
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
雨
者
が
基
本
的
に
は
同
一
の
立
場
|
|
ブ

ル
ジ
ま
ワ
的
資
展
の
客
観
的
進
歩
的
意
義
を
認
め
な
レ
封
建
-波
の
半
植
民
地
学

封
建
枇
曾
設
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
爾
者
を
劉
立
す
る
も
の
と

み
る
諸
々
の
聞
宇
説
整
理
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。

狭
間
氏
の
言
わ
れ
る
「
資
本
の
た
め
の
隷
農
」
と
は
何
か
。
あ
ま
り
に
も
有

名
な
箇
所
を
再
び
引
用
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
「
自
ら
は
資
本
H
賃
努
働
関
係

の
う
ち
に
措
定
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
資
本
主
義
の
た
め
の
原
料
供
給
者
お
よ
び

商
品
購
買
者
と
し
て
の
農
民
が
、
そ
の
整
然
の
、
封
建
清
朝
お
よ
び
地
位
の
支

配
下
の
隷
農
で
あ
る
こ
と
を
駿
紹
し
な
い
ま
ま
で
世
界
史
の
舞
釜
に
登
場
」
し

た
人
民
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
等
は
「
牟
植
民
地
的
な
農
業
構
造
と
そ
れ
に
寄
生

@

、

す
る
学
封
建
的
搾
取
関
係
と
い
う
構
造
的
連
関
」
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
つ
づ

け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
醇
暮
橋
氏
の
言
う
牢
封
建
的
飢
餓
小
作
農
H
H
貧
窮
的

商
品
生
産
者
農
民
と
同
じ
質
慢
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
説
明
を
倹
た
な

い
。
叉
こ
れ
が
植
民
地
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
設
展
を
そ
の
理
論
の
中
に
組

@
 

み
込
ん
で
い
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
狭
間
氏
の
所
説
に

酷
似
す
る
定
式
化
が
二
十
年
程
前
に
す
で
に
名
和
統
一
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
少
し
も
不
思
議
で
は
な
い
。
「
牢
封
建
的
な
土
地
所
有
の
不
均
等

は
た

x
に
零
細
耕
作
農
民
を
し
て
牢
封
建
的
隷
農
た
ら
し
む
る
の
み
で
は
な

く
、
そ
の
貧
困
は
同
時
に
彼
等
を
し
て
商
品
経
済
の
、
商
品
経
済
を
通
じ
て
資

@
 

本
主
義
支
配
の
隷
奴
た
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。
」

'狭
間
氏
を
批
刻
さ
れ
た
小
林
一
美
氏
の
論
援
は
、
い
わ
ゆ
る
「
地
主
的

e

ブ
ル

ジ
ョ
ア
化
」
で
あ
る
。
円
小
農
経
轡
に
お
け
る
商
品
生
産
の
護
展
を
前
提
と
し

て
、
そ
れ
を
利
用
し
、
枚
奪
す
る
形
態
を
新
た
に
つ
く
り
、
農
民
を
再
編
成
す

@
 

る
の
が
、
十
九
世
紀
後
半
の
明
主
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
の
本
質
で
あ
っ
た
が
」
、

そ
れ
は
「
結
局
勝
利
を
お
さ
め
L

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
何
故
か
。
「
流

通
機
構
、
購
買
南
場
面
に
関
し
て
、
国
貝
緋
的
な
地
主
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
は
進
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行
す
る
」
が
、
「
生
産
関
係
は
依
前
に
も
ま
し
て
地
主
的
支
配
の
度
を
強
制
」

る
か
ら
で
あ
り
、
更
に
彼
ら
地
主
は
「
帝
国
主
義
に
従
属
す
る
限
り
で
の
プ
ル

@
 

ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
な
り
え
た
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
開
港
前
中

国
農
業
の
愛
展
段
階
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
志
向
は
紹
封
に
正
し
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
小
林
氏
の
地
主
H
eブ
ル
ジ
ョ
ア
化
H
H
質
排
化
論
は
、
エ
重
の
意

味
で
誤
ま
り
で
あ
る
。
流
通
過
程
に
お
け
る
地
主
H
H
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
論
は
資
本

源
の
再
版
で
あ
り
、
叉
中
国
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
一
面
的
に
帝
闘
主
義
に
従
属

す
る
と
い
う
主
張
も
叉
資
本
渡
の
再
版
で
あ
る
。
し
か
し
、
氏
は
ブ
ル
ジ
ョア

@
 

的
護
展
の
可
能
性
を
「
洋
務
期
に
ほ
H
A

消
滅
し
た
」
と
さ
れ
る
貼
で
、
狭
間
氏

の
一
八
九
0
年
代
に
お
け
る
牟
植
民
地
経
済
構
造
成
立
設
と
軌
を
一
に
し
て
帝

国
主
義
段
階
に
お
け
る
植
民
地
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
の
可
能
性
を
否
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
「
紹
望
的
な
吠
況
の
な
か
に
お
し
込
め
ら
れ
、
・
:
紹
望
的
吠
況
位
『
紹

望
』
と
認
識
す
る
理
論
と
解
放
の
指
導
者
を
得
」
て
「
再
び
立
ち
あ
が
る
L

農

民
こ
そ
は
、
正
に
「
資
本
の
た
め
の
隷
農
」
で
な
く
て
何
者
で
あ
り
得
ょ
う

占

μ
狭
間
・
小
林
雨
氏
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
封
建
波
の
牢
植
民
地
学
封
建

枇
曾
説
は
、
三
十
年
代
農
村
経
済
研
究
に
も
堅
倒
的
な
影
響
力
を
持
っ
て
い

る。
三
十
年
代
農
村
研
究
に
闘
し
て
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
形
で
論
文
を
最
近
に
譜

表
さ
れ
て
い
る
加
藤
紘
三
、
石
田
米
子
、
卒
野
絢
子
、
中
風
太
一
諸
氏
の
研
究
一

は
、
前
二
者
が
蒋
政
権
の
農
村
政
策
の
反
動
性
を
強
調
し
、
後
二
者
が
ブ
ル
ジ

ョ
ア
的
関
係
の
一
定
の
護
展
を
認
め
よ
う
と
す
る
黙
で
若
干
の
エ
ュ
ア
ン
ス
の

相
違
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
爾
者
と
も
基
本
的
に
は
封
建
源
の
枠
組
み
を

採
用
し
て
い
る
。

ま
ず
加
藤
氏
の
所
設
を
み
よ
う
。
氏
は
務
介
石
政
植
の
本
質
を
軍
閥
政
権
と
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畠
甲

み
な
し
;
そ
の
圏
内
統
一
を
英
米
帝
閣
主
義
へ
の
植
民
地
化
の
深
化
に
す
ぎ
な

い
と
し
て
、
そ
こ
に
の
み
日
本
帝
園
主
義
に
制
到
す
る
抵
抗
の
根
源
を
み
よ
う
と

す
が
知
で
、
大
上
末
贋
氏
の
見
解
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
継
承
し
て
い
る
。
叉
、
氏

の
農
民
認
識
は
、
大
上
末
貸
|
名
和
統
一
|
狭
間
直
樹
各
氏
の
そ
れ
の
同
一
線

上
に
位
置
し
て
い
る
。

「
自
給
自
足
経
済
は
破
岨
息
さ
れ
て
い
る
が
、
封
建
的
地

租
牧
奪
は
績
い
て
お
り
、
ま
た
農
民
の
商
品
化
率
の
高
さ
を
利
用
し
て
地
主
や

そ
れ
を
基
盤
と
す
る
金
融
資
本
の
枚
奪
が
強
化
さ
れ
て
い
る
吠
態
を
、
私
は
牢

封
建
世
舎
と
規
定
し
て
よ
い
と
思
う
。
園
民
黛
政
府
は
こ
の
紋
態
の
破
鐘
を
め

ざ
す
こ
と
な
く
、
か
え
っ
て
こ
の
状
態
を
再
編
成
し
強
化
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

@
 

た。」卒
野
絢
子
氏
は
戦
前
封
建
娠
の
水
準
に
お
い
て
研
究
を
始
め
ら
れ
て
い
る
。

と
く
に
註
@
第
3
論
文
第
一
章
「
奮
中
園
に
お
け
る
農
業
生
産
力
構
造
と
そ
の

@
 

段
階
規
定
」
は
、
氏
自
身
が
言
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
蕗
暮
橋
氏
の
『
中
関
農

村
経
済
常
識
』
の
最
良
の
部
分
を
織
承
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
土
地
集
中
が

賓
は
一
九
一

0
年
代
J
一一一

0
年
代
の
初
期
、
と
く
に
二

0
年
代
の
末
か
ら
三

O

@
 

年
代
の
初
期
に
行
な
わ
れ
た
事
を
指
摘
」
さ
れ
る
こ
と
。
叉
「
土
地
集
中
、
自
作

曲
震
の
小
作
化
を
推
進
す
る
力
は
ひ
と
に
ぎ
り
の
農
民
の
富
農
化
と
大
部
分
の
農

民
の
貧
雇
農
化
、
す
な
わ
ち
農
民
層
分
解
を
お
し
す
す
め
る
カ
ハ
|
|
商
品
経

済
の
浸
透
と
中
園
資
本
主
義
の
護
展
|
|
)
と
同
一
で
あ
る
が
、
雨
者
は
全
く

冨
別
し
て
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
対
』
、
と
注
意
さ
れ
る
こ
と
。
す
な

わ
ち
と
も
に
農
民
層
分
解
に
よ
っ
て
、
形
成
さ
れ
な
が
ら
も
学
封
建
的
飢
餓
小

作
農
と
貧
雇
農
と
が
範
時
的
に
相
異
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
、
資
本
へ
の
従

属
と
牢
封
建
的
地
主
へ
の
隷
属
と
が
相
矛
盾
封
立
す
る
範
鴫
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
戦
後
の
研
究
の
貴
重
な
成
果
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
問
題
は
そ
の
「
農
民
屠
分
解
」
の
把
握
の
仕
方
に
あ
る
。
封
建
漉
の
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限
界
が
や
は
り
影
響
を
奥
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
分
解
論
の
中
核
は

「
世
界
資
本
主
義
経
済
が
濁
占
段
階
に
達
し
て
以
後
に
お
け
る
下
向
分
偽
」
説

で
あ
る
。
卒
野
氏
だ
け
で
な
く

一
般
に
戟
前
職
後
の
封
建
汲
の
人
々
に
は
、
帝

園
主
義
段
階
に
お
い
て
は
農
民
局
分
解
は
あ
り
え
な
い
と
す
る
考
え
方
が
濃
厚

で
あ
る
。
下
向
分
解
論
も
牢
原
萎
論
も
そ
の
獲
種
に
す
ぎ
な
い
。
本
源
的
蓄
積

過
程
H

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
農
民
局
分
解
(
分
解
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
も
の
以
外
に

は
あ
り
得
な
い
)
は
、
小
土
地
所
有
の
分
解
と
小
経
営
の
分
解
正
の
二
側
面
よ

り
成
り
立
っ
て
い
る
。
農
民
が
土
地
財
産
を
手
放
し
て
貧
困
化
す
る
け
れ
ど
も

資
本
制
的
大
農
業
経
営
が
護
展
し
な
い
た
め
に
、
後
は
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト

に
鞠
化
で
き
ず
、
小
作
農
と
な
っ
て
そ
の
小
経
営
を
維
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
分
解
の
進
行
の
結
果
で
は
な
く
て
分
解
が
困
難
に
お
ち
入
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
農
民
層
全
鰻
が
一
様
に
貧
窮
に
お
し
つ
ぶ
さ
れ
る

|
|
高
利
貸
資
本
の
自
立
的
援
展
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一貧
窮
分
解
と
か
下

向
分
解
と
か
が
進
行
す
る
た
め
で
は
な
く
、
分
解
が
阻
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

あ
ら
わ
れ
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
分
解
を
把
揮
す
る
と
き
、
下
向
分
解
論

が
賓
は
分
解
不
可
能
論
の
裏
返
し
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
農
村
の
現
賞
を
直

視
す
る
封
建
波
の
人
々
は
、
主
要
な
傾
向
で
は
な
い
が
、
部
分
的
に
は
富
農
と

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
ま
さ
に
こ
の
方
向
の

み
が
農
民
層
分
解
の
唯
一
の
可
能
な
方
向
で
あ
り
、
そ
れ
は
全
面
的
に
，
進
行
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
(
中
園
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
崎
形
的
・
局
部
的
に
設

展
し
て
い
た
よ
う
に
〉
、
帝
闇
主
義
の
支
配
下
に
お
い
て
も
徐
荷
に
進
行
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
四
九
年
の
革
命
以
前
に
完
結
し
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
が
。
こ
の
分
解
の
進
行
は
中
援
を
爾
極
へ
4
分
解
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
封
建
的
土
地
所
有
を
媒
介
と
す
る
搾
取
を
不
可
能
な
む
の
と
し
て
ゆ

く
。
も
し
そ
れ
が
十
分
な
庚
が
り
を
も

r

っ
て
進
行
a

し
た
な
ら
ば
帝
国
主
義
も
叉

こ
の
動
向
に
棋
開
腹
し
て
搾
取
形
態
を
獲
更
す
る
で
あ
ろ
う
か
従
来
の
商
業
・
高

利
貸
資
本
を
媒
介
と
す
る
支
配
形
態
(
封
建
制
を
維
持
す
る
形
態
〉
を
蚊
除
し

て
、
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
と
も
に
直
接
農
民
生
産
を
支
配
し
よ
う
と
す

る
。
こ
の
経
済
構
造
?
の
費
動
が
植
民
地
支
配
の
上
部
構
造
に
お
い
て
、
そ
の
植

民
地
支
配
の
支
柱
の
封
建
勢
力
か
ら
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
へ
の
縛
化
を
ひ
き

お
こ
す
。
「
封
建
的
」
植
民
地
支
配
か
ら
「
資
本
制
的
」
植
民
地
支
配
へ
の
縛

換
の
可
能
性
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
植
民
地
支
配
と
封
建
制
の
維
持
と

を
固
定
し
た
結
合
関
係
と
み
る
の
は
帝
闘
主
義
支
配
を
草
純
化
・
一
一
由
化
す
る

誤
り
を
含
む
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
学
植
民
地
牢
封
建
枇
曾
の
矛
盾
の
必
然

的
賞
展
と
し
て
農
民
麿
分
解
の
徐
々
た
る
進
行
を
承
認
す
る
こ
と
、
か
く
し
て

は
じ
め
て
農
村
に
お
け
る
複
雑
な
階
級
劉
立
と
そ
の
進
化
の
方
向
を
統
一
的
か

っ
経
過
的
な
も
の
と
七
て
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と

も
植
民
地
支
配
の
問
題
を
す
べ
て
農
民
屠
分
解
に
解
消
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な

い
。
た
だ
小
論
の
問
題
意
識
l
|
濁
仁
テ
!
ゼ
の
再
検
討
の
一
環
と
し
て
植
民

地
に
お
け
る
農
民
層
分
解
の
可
能
性
を
考
察
し
て
み
た
ま
で
で
あ
る
。

最
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
中
園
統
一
化
論
容
に
お
け
的
中
西
功
氏
の
見

解
を
継
承
し
て
お
ら
れ
る
矢
津
康
祐
氏
の
研
究
を
み
て
お
き
た
い
。
抗
日
民
族

統
一
戦
線
の
形
成
過
程
を
劉
象
と
す
る
氏
の
歴
研
論
文
に
お
け
る
主
張
の
要
鮎

'は
、
統
一
戦
線
結
成
を
お
し
す
す
め
た
左
源
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
(
民
族
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
含
む
〕
の
役
割
と
園
民
黛
支
配
地
直
で
の
抗
日
救
圏
運
動
の
設

展
を
高
く
評
償
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
理
論
化
と
1ν

て
楠
民
地
濁
立
の
二
つ
の

道
の
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
に
あ
る
。

一
つ
は
「
帝
闘
主
義
正
取
引
き
し
な
が

ら
徐
々
に
民
族
の
濁
立
を
闘

Z
資
本
主
義
化
し
て
い
く
」
園
民
篤
の
道
で
あ

り
、
他
の
一
つ
は
現
貨
の
中
園
革
命
の
道
す
な
わ
ち

「徹
底
的
な
反
帝
国
主
義

の
道
、
帝
国
主
義
を
う
ち
た
お
す
民
族
革
命
の
勘
」
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
道

-117ー



288 

の
存
在
を
認
め
る
以
上
「
園
民
黛
政
府
の
方
向
を
一
概
に
封
建
的
買
緋
的
植
民

@
 

地
化
と
規
定
す
る
こ
と
に
は
疑
問
を
感
」
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
氏
が

同
論
文
の
二
年
前
に
護
表
さ
れ
た
農
民
層
分
解
に
闘
す
る
研
究
は
、
地
主
型
の

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
進
化
と
農
民
型
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
進
化
と
の
農
業
に
お
け
る
こ

つ
の
道
の
封
抗
に
関
す
る
基
礎
的
農
村
分
析
の
役
割
を
持
つ
べ
き
は
ず
で
あ
ろ

う
が
、
残
念
な
が
ら
同
論
文
は
一
般
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
分
解
の
存
在
を
明
ら

か
に
し
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
一
般
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
分
解
を
無
限
定
に

主
張
す
る
こ
と
は
資
本
汲
の
誤
り
の
再
現
で
あ
る
。
「
そ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
分

解
が
封
建
的
関
係
と
い
か
な
る
関
係
に
た
ち
、
い
か
な
る
護
展
方
向
を
も
つ
か

@
 

は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
」

最
近
の
事
界
の
諸
動
向
に
封
し
で
か
な
り
率
直
な
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、
省
然
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
誤
り
や
不
備
が
あ
り
、
ま
た
勉
強
不

足
か
ら
穫
を
失
す
る
こ
と
に
な
っ
た
筒
所
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
危
供
し
て
い

る
。
心
よ
り
大
方
の
御
批
判
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

詮①
羽
仁
五
郎
『
明
治
維
新
史
研
究
』

三
九
八
頁

②
古
厩
忠
夫
「
戦
後
に
お
け
る
ア
ジ
ア
史
研
究
線
括
の
た
め
に
」
ハ
『
歴
史
評

論
』
第
二
五

O
銃
一
九
七
一
七
四
|
七
五
頁
〉

坂
野
良
吉
「
近
代
中
園
に
お
け
る
農
業
餐
草
|
土
地
革
命
の
歴
史
的
意
義

に
つ
い
て
|
」
ハ
『
歴
史
評
論
』
第
二
七
九
続
一
九
七
三
二
頁
〉

。
こ
の
論
争
を
日
本
に
稲
介
し
た
も
の
に
は 一

九
五
六

岩
波
書
庖

九
七

ω
世
曾
史
論
戦
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
俊
「
支
那
に
於
け
る
枇
曾
史
研
究
の

概
観
」

ωω(『
歴
史
拳
研
究
』
第
三
容
第
二
・
三
強
一
九
三
四
|
一
一
一

五
〉
。
矢
海
康
祐
「
努
農
運
動
と
中
園
枇
曾
論
」
(
『
講
座
近
代
ア
ジ
ア
思

想
史
中
間
編
l
』
所
牧
一
九
六

O
弘
文
堂
)
。
名
畑
恒
ユ
九
三

0
年

代
初
頭
の
中
国
資
本
主
義
論
争
」
(
『
東
亜
経
済
研
究
』
第
四
二
容
第
三
・

四
銃
一
九
六
九
)

ω
農
村
祉
曾
性
質
論
戦
に
つ
い
て
は
、
玉
木
英
夫
「
中
園
農
村
祉
曾
経
済

の
現
段
階
並
に
そ
の
研
究
方
法
論
上
の
論
争
を
見
る
」
付
口
同
(
『
経
済

評
論
』
第
三
省
第
四
・
五
・
六
誠
一
九
四
一
)

ω
中
園
統
一
化
論
争
に
つ
い
て
は
、
鳴
海
四
郎
「
支
那
『
統
一
化
』
を
巡

る
諸
問
題
L

(

『
支
那
問
題
研
究
所
報
』
六
一
九
三
七
)
。
土
井
章
「
支

那
の
統
一
コ

l
ス
と
分
裂
コ

l
ス
L

(

『
満
州
評
論
』
第
一
一
一
容
第
一
八
挽

一
九
三
)
。

そ
の
他
、
尾
崎
庄
太
郎
「
中
園
枇
曾
史
論
争
の
回
顧
と
展
望
」
(
『
新
中
園
』

第
二
省
第
八
鋭
一
九
四
七
〉
等
が
あ
る
。
矢
津
氏
は
主
と
し
て
枇
曾
史
論

争
の
背
景
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
名
畑
氏
は
論
争
黙
を
手

際
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
、
が
二
つ
ほ
ど
気
付
い
た
黙
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
名
畑
氏
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
指
導
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義

革
命
の
理
論
が
、
資
本
波
・
封
建
波
と
も
に
倣
如
し
て
い
た
と
さ
れ
る
の
は

誤
り
で
あ
っ
て
、
す
で
に
矢
津
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
(
前
掲
論
文

二
五
二
頁
)
、
そ
の
理
論
は
封
建
波
の
共
通
の
立
場
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
、

名
畑
氏
は
「
国
際
的
契
機
」
を
重
視
さ
れ
、
こ
の
観
貼
か
ら
論
宇
を
整
理
さ

れ
た
の
だ
が
、
帝
国
主
義
段
階
に
お
い
て
は
、
植
民
地
の
内
的
援
展
段
階
に

か
か
わ
り
な
く
植
民
地
濁
立
闘
争
は
す
べ
て
一
律
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
で

あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
氏
の
中
園
舵
曾
認
識
北
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資
本
波
の
巌
震
峯
氏
の
も
の
と
極
め
て
類
似
じ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
名

畑
氏
前
掲
論
文
五
二
一
良
と
巌
鍾
峯
「
支
那
経
済
問
題
研
究
L

(

田
中
忠
夫
謬

『
支
那
経
済
論
』
所
牧
一
九
一
一
一
一
一
中
央
公
論
駐
)
六
一
一
具
、
一
五
八
頁

と
を
参
照
。

@
任
曙
「
支
那
経
済
研
究
」
(
前
掲
『
支
那
経
済
論
』
所
牧
四
五

O
頁
)

J

⑤
殿
鐙
峯
「
支
那
経
沸
問
題
研
究
」
(
同
前
一
五
六

・
一
五
八
頁
)

⑥
欝
暮
橋
「
中
国
農
村
経
済
常
識
』
(
一
九
三
七
新
知
書
庖
邦
課
米
津

秀
夫
『
支
那
農
村
経
済
概
論
』
一
九
三
七
叢
文
閣
九

O
頁〉

⑦
前
掲
玉
木
論
文
田
七
五
頁

③
同
前
向
一
一
一
一
一
貝
。
原
文
は
註
⑦
と
も
玉
宜
昌
「
中
園
農
村
経
済
研
究
h

問
答
」
(
『
中
関
経
済
』
第
三
省
一
二
期
一
九
三
五
)

③
亦
如
「
支
那
綴
済
問
題
L

(

前
掲
『
支
那
経
済
論
』
六

O
六
|
六

O
八

頁〉

⑮
余
森
「
介
紹
並
批
評
王
宜
昌
先
生
閥
於
中
関
農
村
経
済
底
論
箸
」
(
『
中
園

農
村
』
第
一
容
八
期

一
九
三
五
一
一
一
頁
〉

⑪
醇
暮
橋
前
掲
書
五
|
六
頁

⑫

同

前

九

七

頁

⑬

同

前

一

O
二一良

⑬

同

前

一

六

三

頁

⑮
矢
津
氏
前
掲
論
文
二
五
三
|
二
五
四
頁

⑮
何
幹
之
『
中
園
祉
曾
性
質
問
題
論
戦
』
(
一
九
三
九
生
活
書
庖
一
五

八
頁
〉

!

⑫
矢
内
原
忠
雄
「
支
那
問
題
の
所
在
」
(
『
中
央
公
論
』
第
五
九
一
鋭

三
七
)

@

伺

前

一
四
頁

九

⑮

同

前

一

一

頁

@
大
上
末
魔
「
支
那
資
本
主
義
と
南
京
政
府
の
統
一
政
策
」
出
附
田
偶
因

(
『
満
州
評
論
』
第
一
二
容
第
一
一
一
J
一
五
・
一
七
鋭
一
九
三
七
)

@
間
前
剛
一
七
頁

②
中
西
功
「
支
那
一
耽
曾
の
基
礎
的
範
時
と
『
統
一
』
化
と
の
交
渉
」
(
『
満
鍛

調
査
月
報
』
第
一
七
谷
第
八
統

一
九
三
七
)

@

同

前

四

五

頁

@

同

前

四

七

頁

③
ω
河
地
重
蔵
ご
九
三

0
年
代
中
国
の
農
業
生
産
力
構
造
と
最
近
の
動

向
」
(
『
経
済
拳
雑
誌
』
第
四
九
容
第
六
統
一
九
六
一
ニ
〉

ω
同
「
一
九
三

0
年
代
中
園
の
農
民
層
分
解
の
把
握
の
た
め
に
」
(
『
歴
史

朗
学
研
究
』
第
二
九

O
扱
一
九
六
四
〉

@
ω
同
「
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
の
ウ
み
ス
タ
ン

・イ

ン
パ
ク
ト
と
中
閣
の
農
村

経
済
鶴
制
」
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
第
一
四
谷
第
三
誠
一
九
六
七
〉

ω
同
「
奮
中
闘
に
お
け
る
農
村
経
済
償
制
と
村
落
|
|
中
園
封
建
制
研
究

へ
の
一
つ
の
視
角
|
|
」
ハ
『
田
村
博
士
頒
霧
東
洋
史
論
叢
』
一
九
六
八
)

論
文
ω
・
ω
・
ω
は
氏
の
著
書
『
毛
津
東
と
現
代
中
園
』
(
一
九
七
一

ネ
ル
ヴ
7

書
房
)
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

@

同

氏

第
2
論

文

三

O
頁

@

同

前

三

六

頁

@

同

前

四

O
頁

③

同

前

三

九

頁

⑧
『
毛
海
東
と
現
代
中
園
』

③
同
氏
第
3
論
文
六
九
頁

@

同

前

七

頁
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@

『

毛

樫

東

と

現

代

中

国

』

一

六

二

頁

帥

同

氏

「

祉

曾

主

義

経

済

建

設

に

お

け

る

後

進

国

型

と

そ

の

中

園

的

展

③
狭
間
直
樹
「
中
薗
近
代
史
に
お
け
る
『
資
本
の
た
め
の
隷
農
』
の
創
出
お
開
」
村
口
出
(
『
三
田
皐
曾
雑
誌
』
第
五
八
単
位
第
三
・
四
・
六
披
一
九
六

よ
び
そ
れ
を
め
ぐ
る
農
民
闘
争
」
ハ
『
新
し
い
歴
史
撃
の
た
め
に
』
第
九
九
銃
五
)

一

九

六

四
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